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学術情報基盤センター部局メールホスティングサービス（DEEPMail）申請/承認書 

 
申請日 20    年     月     日 

鹿児島大学 学術情報基盤センター長 殿 
注意事項を承諾し、部局メールホスティングサービス（DEEPMail）の利用を申請いたします。 
 
ホスティングサービス利用責任者（部局長）をご記入ください。 

申 請 区 分 □新規  □変更  □継続  □廃止 

利
用
責
任
者
（
申
請
者
） 

氏   名             印 職名  内線  

所   属                 部局             学科等 

電子メール                      @           .kagoshima-u.ac.jp 

備   考  

部局におけるホスティング運用担当者をご記入ください。 

運
用
担
当
者 

氏   名             印 職名  内線  

所   属                 部局             学科等 

電子メール                      @           .kagoshima-u.ac.jp 

情報ネットワーク専門委員記入欄 

情報ネットワーク専門委員 氏名             印 担当部局  

運用内容についてご記入ください。 

運
用
内
容 

メールドメイン名 1                 .kagoshima-u.ac.jp 
    ドメイン名 

利用者数（最大） 個人アカウント数:             職責アカウント数:       

運用開始希望日       年    月    日 

 

上記内容を承認いたします 

鹿児島大学学術情報基盤センター長  印  

承認日     年    月    日 

 

 

                                                   
1 ドメイン名は別途申請が必要です。担当部局の情報ネットワーク専門委員にご確認ください。 
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部局メールホスティングサービス（DEEPMail）申請注意事項 

 
【利用資格】  

・このサービスを利用できるのは、部局等の組織に限ります。 

 

【利用条件】 

・利用者は、事前に、鹿児島大学IDを取得しておく必要があります。 

・メールサービスの利用に責任を持つ利用責任者と、運用担当者を定めてください。申請者は、部局長であり利用責任

者とします。 

・運用担当者は、利用者へのサービス利用に関わる問い合わせ窓口などの運用業務を行ってください。センターでは直

接利用者との対応は行いません。 

・利用者登録、内容変更などの運用業務は、部局で承認された「部局メールアカウント利用申請書」に基づきセンター

で行います。利用方法についてはセンターの担当者までお問い合わせください。 

・「国立大学法人鹿児島大学情報システム運用基本方針」、「国立大学法人鹿児島大学情報システム運用基本規則」、「国

立大学法人鹿児島大学情報システム運用・管理要項」に従うものとします。これに従っていれば、部局固有の規則や

ポリシーを別に定めても構いません。 

・法律に違反したり、上項に違反したりした場合は、サービスを停止する場合があります。 

・センターの管理運営に支障が発生するような利用があった場合、サービスを停止する場合があります。 

・利用責任者または運用担当者に連絡が付かない場合、サービスを停止する場合があります。 

・利用料金が支払われない場合、サービスを停止する場合があります。（現在利用料金は無料ですが、将来課金を行う

場合があります。） 

 
【免責事項】 

・事故などでデータが消失した場合、センターでは責任を持ちません。各自利用者にバックアップを取るなどの指示を

お願いします。 

・業務時間外（祝祭日を除く月曜日から金曜日までの朝9時から午後5時までを業務時間とします)に故障などの障害が

発生した場合、原則として、次の業務時間まで対応しません。障害対応が業務時間を越えそうな場合も、業務時間外

は原則として作業は行いません。 

・センター機器の保守の都合などで、サービスを一時的に停止する場合があります。 

・落雷による停電や災害によって、サービスが停止、またはサービスが継続できなくなる場合がありますが、それによ

って生じた損失、損害については、センターでは責任を負いません。 

・新たなサービスの追加要求には応じません。（センター側から提案のあった場合を除く） 

・利用者が増えるなどしてCPU能力や、データ領域が不足しても、増強が行えない場合があります。ディスクの容量が

不足した場合、データの削除に協力していただく場合があります。 

・いかなる場合でも、センターは支払われた利用料金（現在無料）を超える損害賠償の請求に応じません。 

・本サービスは原則として、学術情報基盤センター電子計算機システムレンタル期間内(2022年2月)まで行います。そ

れ以降サービスが継続できるかどうか不明です。 

 
【利用条件、免責事項の変更】 

・事前の連絡なしに、利用条件、免責事項の変更を行う場合があります。 

 

 


